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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大豆イソフラボンおよび酵母ベータ－グルカン（β－グルカン）を含む血糖管理成分を
含むペットフード組成物。
【請求項２】
　前記血糖管理成分が、哺乳動物によって摂取された６時間後に、及び／又は２４時間後
に、生成された総短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）の２０％を超えるプロピオン酸含有量を有する
、ＳＣＦＡ複合体を生成するのに有効な量で存在する、請求項１に記載のペットフード組
成物。
【請求項３】
　前記血糖管理成分が、哺乳動物によって摂取された６時間後に、及び／又は２４時間後
に、生成された総短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）の２５％を超えるプロピオン酸含有量を有する
、ＳＣＦＡ複合体を生成するのに有効な量で存在する、請求項１または２に記載のペット
フード組成物。
【請求項４】
　前記血糖管理成分が、哺乳動物によって摂取された６時間後に、及び／又は２４時間後
に、生成された総短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）の３０％のプロピオン酸含有量を有する、ＳＣ
ＦＡ複合体を生成するのに有効な量で存在する、請求項１～３のいずれかに記載のペット
フード組成物。
【請求項５】
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　酵母β－グルカン対大豆イソフラボンの比率（酵母β－グルカン：大豆イソフラボン）
が、２３：１～７：１である、請求項１～４のいずれかに記載のペットフード組成物。
【請求項６】
　前記プロピオン酸含有量が、摂取後６時間の前記プロピオン酸含有量よりも摂取後２４
時間の方が大きい、請求項２～４のいずれかに記載のペットフード組成物。
【請求項７】
　プレバイオティック繊維成分をさらに含む、請求項１～６のいずれかに記載のペットフ
ード組成物。
【請求項８】
　前記プレバイオティック繊維成分が、ビートパルプ、柑橘類パルプ、セルロース系材料
、またはそれらの混合物を含む、請求項７に記載のペットフード組成物。
【請求項９】
　前記プレバイオティック繊維成分が、ビートパルプと柑橘類パルプとの混合物を含む、
請求項７または８に記載のペットフード組成物。
【請求項１０】
　総繊維濃度が０．０１％ｗ／ｖである、請求項１～９のいずれかに記載のペットフード
組成物。
【請求項１１】
　前記大豆イソフラボンが０．０３％ｗ／ｖで存在する、請求項１～１０のいずれかに記
載のペットフード組成物。
【請求項１２】
　前記β－グルカンが０．４０％ｗ／ｖで存在する、請求項１～１１のいずれかに記載の
ペットフード組成物。
【請求項１３】
　１７％～５０％ｗ／ｖのタンパク質をさらに含む、請求項１～１２のいずれかに記載の
ペットフード組成物。
【請求項１４】
　前記タンパク質は、加水分解された動物性または植物性タンパク質の供給源を含む、請
求項１３に記載のペットフード組成物。
【請求項１５】
　前記加水分解された動物性または植物性タンパク質の供給源は、鶏の肝臓を含む、請求
項１４に記載のペットフード組成物。
【請求項１６】
　加水分解された動物性または植物性タンパク質の供給源は、２５～４５ｗ／ｖ％の活性
含有量で存在する、請求項１４または１５に記載のペットフード組成物。
【請求項１７】
　８％～４０％ｗ／ｖの脂肪をさらに含む、請求項１～１６のいずれかに記載のペットフ
ード組成物。
【請求項１８】
　５％～１０％ｗ／ｖの灰含有量を有する、請求項１～１７のいずれかに記載のペットフ
ード組成物。
【請求項１９】
　５％～２０％ｗ／ｖの含水量を有する、請求項１～１８のいずれかに記載のペットフー
ド組成物。
【請求項２０】
　高ドコサヘキサエン酸魚油をさらに含む、請求項１～１９のいずれかに記載のペットフ
ード組成物。
【請求項２１】
　コンパニオン動物における食後のグルコースレベルを制御するための、請求項１～２０
のいずれかに記載のペットフード組成物。
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【請求項２２】
　有効量の前記血糖管理成分を主成分とする、コンパニオン動物における食後のグルコー
スレベルを制御するための、請求項１に記載のペットフード組成物。
【請求項２３】
　コンパニオン動物における満腹を誘導するための、請求項１～１３のいずれかに記載の
ペットフード組成物。
【請求項２４】
　有効量の前記血糖管理成分を主成分とする、コンパニオン動物における満腹を誘導する
ための、請求項１に記載のペットフード組成物。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　ペットは、継続的な成長と通常の健康状態のために健康的な食餌と適切な消化が必要で
ある。酵母ベータグルカン（ＢＧ）の経口摂取は、免疫系に対するその利益のために実施
される。しかしながらこれは、一般的に、プレバイオティック繊維として認識されていな
い。さらにより典型的なプレバイオティック繊維（例えば、ヘミセルロース、ペクチンリ
ッチビートおよび柑橘類パルプ）の代わりにこれを使用することは、従来、共生細菌によ
る最適とはいえない結腸発酵および酸性化と関連付けられてきた。共生細菌による結腸管
腔の酸性化は、健康なマイクロバイオームを確立し、腸の健康を維持するために重要であ
る。
【０００２】
　結腸発酵および酸性化に対するＢＧ（柑橘類およびビートパルプと比較して）の抑制効
果を逆転することは困難である。本発明の実施形態は、これらのニーズを満たすように設
計されている。
【発明の概要】
【０００３】
　いくつかの実施形態では、本発明は、大豆イソフラボン（ＳＩ）およびＢＧを含む血糖
管理成分を含むペットフード組成物を提供する。
【０００４】
　いくつかの実施形態では、本発明は、ＳＩおよび酵母ＢＧを含む血糖管理成分の有効量
を含むペットフード組成物を、コンパニオン動物に食べさせるステップを含む、コンパニ
オン動物における食後のグルコースレベルを制御する方法を提供する。
【０００５】
　いくつかの実施形態では、本発明は、ＳＩおよびＢＧを含む血糖管理成分の有効量を含
むペットフード組成物を、コンパニオン動物に食べさせるステップを含む、コンパニオン
動物における満腹を誘導する方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本明細書で使用される場合、「満腹」は栄養の必要性を満たし、空腹感が消滅すること
を意味し、これはしばしば「お腹がいっぱい」として説明される。満腹反応は、急に食べ
ることをやめたり、だんだんやめたりするなど、十分な量の食品を消費したことと一貫性
があると観察される行動特性を指す。しかしながら、満腹反応につながる生物学的機構は
、漸進的または遅延して起こることがよくあり、その結果、食べるのをやめる前に動物に
よって摂取される食餌の量が通常とは異なり、動物に対して適切であるよりも多くの栄養
摂取をすることになる。満腹誘導剤は、満腹反応の加速発症を生成するが、すなわち、満
腹誘導剤を含むペットフード組成物は、満腹誘導剤を含まない類似のペットフード組成物
よりも早い時点で満腹反応を誘発する。
【０００７】
　本開示の文脈では、「酵母ベータグルカン」、「β－グルカン」および「ＢＧ」という
用語は互換的に使用されうる。
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【０００８】
　本開示の文脈では、「大豆イソフラボン」、「大豆単離物」および「ＳＩ」という用語
も互換的に使用されうる。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、本発明は、ＳＩおよびＢＧを含む血糖管理成分を含むペット
フード組成物を提供する。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、血糖管理成分は、哺乳動物によって摂取された約２４時間後
に、生成された総短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）の約２０％を超えるプロピオン酸含有量を有す
るＳＣＦＡ複合体を生成するのに有効な量で存在する。その他の実施形態では、本発明は
ペットフード組成物を提供し、血糖管理成分は、哺乳動物によって摂取された約２４時間
後に、生成された総短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）の約２５％を超えるプロピオン酸含有量を有
するＳＣＦＡ複合体を生成するのに有効な量で存在する。なおさらなる実施形態では、血
糖管理成分が、哺乳動物によって摂取された約２４時間後に、生成された総短鎖脂肪酸（
ＳＣＦＡ）の約３０％のプロピオン酸含有量を有するＳＣＦＡ複合体を生成するのに有効
な量で存在する、ペットフード組成物を提供する。
【００１１】
　さらなる実施形態は、ＢＧ対ＳＩ（ＢＧ：ＳＩ）の比率が約２３：１～約７：１である
、ペットフード組成物を提供する。
【００１２】
　なおさらなる実施形態では、血糖管理成分が、哺乳動物によって摂取された約６時間後
に、生成された総短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）の約２０％のプロピオン酸含有量を有するＳＣ
ＦＡ複合体を生成するのに有効な量で存在する、ペットフード組成物を提供する。
【００１３】
　その他の実施形態では、血糖管理成分が、哺乳動物によって摂取された約６時間後に、
生成された総短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）の約２０％を超えるプロピオン酸含有量を有するＳ
ＣＦＡ複合体を生成するのに有効な量で存在する、ペットフード組成物を提供する。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、プロピオン酸含有量は、摂取後約６時間後のプロピオン酸含
有量よりも摂取約２４時間後の方が大きい。
【００１５】
　なお他の実施形態は、ＳＩおよびＢＧを含む血糖管理成分の有効量を含むペットフード
組成物を、コンパニオン動物に食べさせるステップを含む、コンパニオン動物における食
後のグルコースレベルを制御する方法を提供する。いくつかの実施形態では、ＳＩおよび
ＢＧを含む血糖管理成分の有効量から本質的に成るペットフード組成物を、コンパニオン
動物に食べさせるステップを含む、コンパニオン動物における食後のグルコースレベルを
制御する方法を提供する。
【００１６】
　本明細書に記載のペットフード組成物は、キブルタイプのペットフード組成物を形成す
る押出成形によって形成され得る。いくつかの実施形態では、組成物の粉砕された原料成
分が押し出され、次いで美味剤および／または栄養補給油を含む表面コーティングが適用
される。いくつかの実施形態では、キブルは、転動式ミキサー内で、美味剤および／また
は栄養補給油を含む組成物でスプレーコーティングされる。他の実施形態では、キブルは
真空エンロービング技術を用いてコーティングされ、キブルは真空にさらされ、次いでコ
ーティング材料にさらされた後、真空の解除によりキブル内部へコーティング材料を入れ
る。
【００１７】
　本明細書に記載されるペットフード組成物は、動物に適切な栄養摂取を提供する任意の
追加的成分を含みうる。例えば、本発明で使用するための典型的なイヌまたはネコの食餌
は、複数のでんぷん供給源とともに、約１７～約５０％ｗ／ｖの粗タンパク質（および好
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ましくは約２０～約４０％ｗ／ｖ）、約８～約４０％ｗ／ｖの脂肪（および好ましくは約
１２～約２２％ｗ／ｖ）、および約０．５～約２０％ｗ／ｖの総食物繊維（好ましくは約
２～約１０％　ｗ／ｖ）を含み、全ては重量パーセントで表される。しかし、これらの栄
養素の特定の比率または割合は必要とされない。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、約１７％～約５０％ｗ／ｖ
の粗タンパク質を含む。粗タンパク質材料は、大豆ミール、大豆タンパク質濃縮物、トウ
モロコシグルテンミール、小麦グルテン、コットンシード、およびピーナッツミールなど
の植物性タンパク質、またはカゼイン、アルブミン、および食肉タンパク質などの動物性
タンパク質を含みうる。本明細書で有用な食肉タンパク質の例には、牛肉、豚肉、子羊肉
、馬肉、鶏肉、魚肉およびそれらの混合物が含まれる。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、約８％～約４０％ｗ／ｖの
脂肪を含む。適切な脂肪の例には、動物性脂肪および植物性脂肪が含まれる。脂肪供給源
は、獣脂またはグリースなどの動物脂肪供給源であることが好ましい。一不飽和脂肪酸お
よび多価不飽和脂肪酸を豊富に含む、トウモロコシ油、ヒマワリ油、ベニバナ油、菜種油
、大豆油、オリーブオイル、およびその他のオイルなどの植物油も使用しうる。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、約１０％～約５０％ｗ／ｖ
の炭水化物を含む。適切な炭水化物の例には、イネ、トウモロコシ、ミレット、ソルガム
、アルファルファ、大麦、ダイズ、キャノーラ、オートムギ、コムギ、ライムギ、ライコ
ムギ、およびこれらの混合物などの穀物またはシリアルが挙げられる。組成物はまた、乾
燥乳清およびその他の乳製品副産物などのその他の材料を随意に含んでもよい。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、発酵性繊維を含む。いくつ
かの実施形態では、この発酵性繊維は、動物に存在する腸内細菌が発酵して有意な量のＳ
ＣＦＡを産生できる任意の繊維供給源でありうる。いくつかの実施形態では、発酵性繊維
は、ビートパルプ、アラビアガム（タルハガムを含む）、オオバコ、米ぬか、カロブビー
ンガム、柑橘類パルプ、ペクチン、フラクトオリゴ糖およびイヌリン、マンナンオリゴ糖
およびこれらの繊維の混合物から選択される。
【００２２】
　本明細書に記載されるペットフード組成物の含水量は、食品組成物の性質に応じて変化
しうる。いくつかの実施形態では、ペットフード組成物は、乾性組成物（例えば、キブル
）、半湿性組成物、湿性組成物、またはそれらの任意の混合物であってもよい。いくつか
の実施形態では、ペットフード組成物は、栄養的にバランスのとれた完全なペットフード
である。いくつかの実施形態では、ペットフードは、「ウェットフード」、「ドライフー
ド」、または「中間の水分」含有量のフードであってもよい。
【００２３】
　本明細書で使用される場合、「ウェットフード」という用語は、缶または箔袋で一般的
に販売されるペットフードを説明し、一般に約７０％～約９０％ｗ／ｖの範囲の含水量を
有する。
【００２４】
　本明細書で使用される場合、「ドライフード」は、ウェットフードと類似した組成物の
ペットフードを説明するが、典型的には約５％～約１５％または２０％ｗ／ｖの範囲の限
定的含水量を有する（典型的には、キブルの形態または小さなビスケット様のキブル）。
一実施形態では、組成物は約５％～約２０％ｗ／ｖの含水量を有する。ドライフード製品
には、様々な含水量の種々の食品が含まれており、それらは比較的貯蔵安定性があり、微
生物または真菌による劣化または汚染に対して耐性がある。いくつかの実施形態では、ド
ライフード組成物は、コンパニオン動物用のペットフードやスナック食品などの押出食品
である。
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【００２５】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載のペットフード組成物は、一つまたは複数の
繊維供給源も含みうる。本明細書で使用される場合、「繊維」という用語は、消化性また
は不消化性であるか、可溶性または不溶性であるか、発酵性または不発酵性であるかを問
わず、ペットフード組成物中の「バルク」のすべての供給源を含む。いくつかの実施形態
では、繊維は海洋植物などの植物供給源からの繊維を含むが、微生物供給源も使用されう
る。当業者には公知であるように、様々な可溶性繊維または不溶性繊維が利用されうる。
繊維供給源は、ビートパルプ（糖ビートから）、アラビアガム、タルハガム、オオバコ、
米ぬか、カロブビーンガム、柑橘類パルプ、ペクチン、フラクトオリゴ糖、短鎖フラクト
オリゴ糖、マンナンオリゴ糖、大豆繊維、アラビノガラクタン、ガラクトオリゴ糖、アラ
ビノキシラン、またはこれらの混合物とすることができる。
【００２６】
　代替的に、繊維供給源は発酵性繊維とすることができる。発酵性繊維は、コンパニオン
動物の免疫系に対して利益を提供するために以前に説明されてきた。腸内のプロバイオテ
ィクスの増殖を促進するプレバイオティックを提供する、当業者に公知の発酵性繊維また
はその他の組成物も、動物の免疫系に対する本発明によって提供される有益性の強化を助
けるために組成物に組み込まれうる。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、ペットフード組成物の灰含有量は、１％～約１５％ｗ／ｖ未
満の範囲であり、好ましくは約５％～約１０％ｗ／ｖである。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、ペットフード組成物は、約１７％～約５０％ｗ／ｖのタンパ
ク質、約８％～約４０％ｗ／ｖの脂肪、約５％～約１０％ｗ／ｖの灰含有量を含み、約５
％～約２０％ｗ／ｖの含水量を有する。その他の実施形態では、ペットフード組成物は、
本明細書に記載されるプロバイオティクスまたはプレバイオティクスをさらに含む。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、栄養補助食品として使用さ
れ、別のペットフード組成物と共投与することができる。栄養補助食品は、グレービー、
飲料水、飲料、ヨーグルト、粉末、顆粒、ペースト、懸濁液、チュー、小片、トリート、
スナック、ペレット、ピル、カプセル、タブレット、サシェ、またはその他任意の適切な
送達形態などの任意の適切な形態を有することができる。栄養補助食品は、食餌製剤およ
びビタミン、保存剤、プロバイオティクス、プレバイオティクス、および抗酸化剤などの
任意の化合物を含むことができる。これにより、補充を少量で動物に投与することができ
、または代替的に、投与前に希釈できる。いくつかの実施形態では、栄養補助食品を、動
物に投与する前に、ペットフード組成物と混合するか、または水もしくは他の希釈剤と混
合することができる。栄養補助食品で投与された場合、食餌製剤は約０．１～約９０％ｗ
／ｖ、好ましくは約３～約７０％ｗ／ｖ、より好ましいくは約５～約６０％ｗ／ｖのサプ
リメントを含む。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、栄養補助組成物の形態で動
物に投与される。栄養補助組成物は、本明細書に記載されるいずれか一つのペットフード
組成物、および一つまたは複数の栄養学的に許容可能な担体、希釈剤、または賦形剤を含
む。一般に、栄養補助組成物は、栄養補助食品として動物に投与するのに適切な、栄養補
助食品を生産するのに、また組成物を製剤化するのに有用な、当業者には公知の他の成分
を含む、賦形剤、緩衝剤、結合剤、可塑剤、着色剤、希釈剤、圧縮剤、潤滑剤、風味剤、
湿潤剤などを有する化合物または組成物と混合することによって調製される。栄養補助組
成物中に投与された場合、食餌製剤は約０．１～約９０％ｗ／ｖ、好ましくは約３～約７
０％ｗ／ｖ、より好ましくは約５～約６０％ｗ／ｖの組成物を含む。
【００３１】
　本明細書に記載される組成物は、必要に応じて、望ましいペースで、または定期的に動
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物に投与することができる。定期的な投与の目的は、定期的かつ一貫した量のＳＩおよび
ＢＧ、またはそのような摂取から生じる直接もしくは間接的な代謝産物を動物に提供する
ことである。
【００３２】
　本発明の方法によれば、食餌レジメンの一部としての投与を含む、食餌製剤の投与は、
動物の出生から成体までの範囲に及ぶことがある。様々な実施形態では、動物はイヌまた
はネコなどのコンパニオン動物である。ある実施形態では、動物は若い、または成長期の
動物である。いくつかの実施形態では、動物は老化動物である。他の実施形態では、投与
は、例えば、動物が見積もられたまたは予想される寿命の約３０％、４０％、または５０
％以上に達した時に、定期的にまたは長期間にわたり開始される。いくつかの実施形態で
は、動物は、その予想される寿命の４０、４５、または５０％を達成した。またその他の
実施形態では、動物は、そのありうる寿命の６０、６６、７０、７５、または８０％を達
成し、より長く生きる。寿命の決定は、統計的データの表、計算、推定値などに基づくも
のであってもよく、寿命にプラスのまたはマイナスの影響を与えることが知られている、
過去、現在、未来の影響または因子を考慮してもよい。種別、性別、サイズ、遺伝子要因
、環境要因およびストレス因子、現在および過去の健康状態、過去および過去の栄養状態
、ストレス因子などを考えることも、寿命を決定するときに影響を与える、または考慮に
入れることができる。
【００３３】
　本明細書に記載される組成物は、例えば、血糖を管理または制御、インスリン抵抗性の
防止または治療、インスリン感受性を改善、全盛期を延長、生活の質を改善、および動物
の健康状態と健康の促進など、本発明の一つまたは複数の目的を達成するために必要な時
間、動物に投与される。いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、定期
的に動物に投与される。
【００３４】
　様々な実施形態では、食餌製剤を含む組成物は、（１）一つまたは複数のプロバイオテ
ィクス、（２）一つまたは複数の不活性化プロバイオティクス、（３）例えば、タンパク
質、脂質、糖タンパク質などのプロバイオティクスと類似したまたは同じ健康利益を促進
する、不活性化プロバイオティクスの一つまたは複数の成分、（４）一つまたは複数のプ
レバイオティクス、および（５）それらの組み合わせのうちの少なくとも一つを含有する
。プロバイオティクスまたはそれらの成分は、食餌製剤を含む組成物（例えば、組成物中
に均一にまたは不均一に分布された）に組み込まれるか、または食餌製剤を含む組成物（
担体ありまたは担体なしで局所的に塗布される）に塗布することができる。こうした方法
は、当業者には公知であり、例えば、米国特許第５，９６８，５６９号および関連特許に
記載される。
【００３５】
　典型的なプロバイオティクスには、以下から選択されるプロバイオティック株が含まれ
るが、これらに限定されない。乳酸菌、ビフィズス菌、または腸球菌、例えば、ラクトバ
チルス・ロイテリ、ラクトバチルス・アシドフィルス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａ
ｃｉｄｏｐｈｉｌｕｓ）、ラクトバチルス・アニマリス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　
ａｎｉｍａｌｉｓ）、ラクトバチルス・ルミニス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｕｍ
ｉｎｉｓ）、ラクトバチルス・ジョンソニー（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｊｏｈｎｓ
ｏｎｉｉ）、ラクトバチルス・カゼイ、ラクトバチルス・パラカゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｐａｒａｃａｓｅｉ）、ラクトバチルス・ラムノサス、ラクトバチルス・フ
ァーメンタム、およびビフィドバクテリウム属、エンテロコッカス・フェシウムおよびエ
ンテロコッカス属。いくつかの実施形態では、プロバイオティック株は、ラクトバチルス
・ロイテリ（ＮＣＣ２５８１；ＣＮＣＭ　１－２４４８）、ラクトバチルス・ロイテリ（
ＮＣＣ２５９２；ＣＮＣＭ　１－２４５０）、ラクトバチルス・ラムノサス（ＮＣＣ２５
８３；ＣＮＣＭ　１－２４４９）、ラクトバチルス・ロイテリ（ＮＣＣ２６０３；ＣＮＣ
Ｍ　１－２４５１）、ラクトバチルス・ロイテリ（ＮＣＣ２６１３；ＣＮＣＭ　１－２４
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５２）、ラクトバチルス・アシドフィルス（ＮＣＣ２６２８；ＣＮＣＭ　１－２４５３）
、ビフィドバクテリウム（Ｂｉｆｉｄｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ）・アドレッセンティス（例
えば、ＮＣＣ２６２７）、ビフィドバクテリウム属ＮＣＣ２６５７またはエンテロコッカ
ス・フェシウムＳＦ６８（ＮＣＩＭＢ　１０４１５）からなる群から選択される。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載される組成物は、一つまたは複数のプレバイ
オティクス、例えば、フラクトオリゴ糖類、グルコオリゴ糖類、ガラクトオリゴ糖類、イ
ソマルトオリゴ糖類、キシロオリゴ糖、大豆オリゴ糖類、ラクトスクロース、乳果オリゴ
糖、ラクツロース、およびイソマルツロースを含有してもよい。一実施形態では、プレバ
イオティックは、チコリーの根、チコリーの根の抽出物、インシュリン、またはそれらの
組み合わせである。一般的に、腸内の健康なマイクロフローラを正に刺激し、これらの「
良い」細菌を再生させるのに十分な量でプレバイオティクスを投与する。
【００３７】
　プロバイオティクスおよびプレバイオティクスは、任意の適切な手段によって組成物の
一部にすることができる。一般的に、薬剤は組成物と混合されるか、または例えばふりか
けたり、噴霧したりすることによって、組成物の表面に塗布される。いくつかの実施形態
では、ペットフード組成物は、約０．１～約１０％ｗ／ｖのプレバイオティックを含有す
る。プレバイオティクスは、当業者に公知の方法を用いて組成物に組み込むことができる
。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、プレバイオティック繊維成分は、ビートパルプ、柑橘類パル
プ、セルロース系材料、またはそれらの混合物を含む。他の実施形態では、プレバイオテ
ィック繊維成分は、ビートパルプと柑橘類パルプの混合物を含む。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、ペットフード組成物の総繊維含有量は、約０．０１％ｗ／ｖ
である。いくつかの実施形態では、ＳＩは約０．００５％～約０．１０％ｗ／ｖの濃度で
存在する。いくつかの実施形態では、ＳＩは約０．０１％～約０．０５％ｗ／ｖの濃度で
存在する。いくつかの実施形態では、ＳＩは約０．０２％～約０．０４％ｗ／ｖの濃度で
存在する。いくつかの実施形態では、ＳＩは約０．０３％で存在する。いくつかの実施形
態では、ＳＩはニュージャージー州サウス・ハッケンサックのＮａｔｕｒｅｘから入手可
能なタイプである。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、ＢＧは約０．０１％～約１％ｗ／ｖの濃度で存在する。いく
つかの実施形態ではＢＧは約０．０５％～０．７５％ｗ／ｖの濃度で存在する。いくつか
の実施形態では、ＢＧは約０．２５％～約０．６％ｗ／ｖの濃度で存在する。いくつかの
実施形態では、ＢＧは約０．４０％で存在する。いくつかの実施形態では、ＢＧはインデ
ィアナ州インディアナポリスのＳｅｎｓｉｅｎｔ　Ｆｌａｖｏｒｓ，ＬＬＣから入手可能
なタイプである。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、ペットフード組成物は、約１７％～約５０％のタンパク質を
さらに含む。その他の実施形態では、本発明のペットフード組成物は、加水分解された動
物性または植物性タンパク質供給源を含む。いくつかの実施形態では、加水分解された動
物性または植物性タンパク質の供給源は、鶏の肝臓を含む。いくつかの実施形態では、加
水分解された動物性または植物性タンパク質の供給源は、約２５～約４５％ｗ／ｖの活性
含有量で存在する。
【００４２】
　本発明のさらなる実施形態は、ＳＩおよびＢＧを含む血糖管理成分の有効量を含むペッ
トフード組成物を、コンパニオン動物に食べさせるステップを含む、コンパニオン動物に
おける満腹を誘導する方法を提供する。一方、本発明の他の実施形態は、大豆イソフラボ
ンおよび酵母ベータグルカン（β－グルカン）を含む血糖管理成分の有効量から本質的に
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成るペットフード組成物を、コンパニオン動物に食べさせるステップを含む、コンパニオ
ン動物における満腹を誘導する方法を提供する。
【００４３】
　本発明を以下の非限定的な実施例と関連して説明する。
【実施例】
【００４４】
実施例１
　例示的なペットフード組成物（実施例１）は、以下の表１に記載されるように調製され
る。全ての量を、ペットフード組成物の総重量に基づいて、重量パーセントで示す。この
組成物は、米国飼料検査官協会（ＡＡＦＣＯ）および全米研究評議会（ＮＲＣ）によって
規定される栄養基準に従って配合される。この組成物は、押出成形で製造され、乾燥され
、次いで美味剤でコーティングされ得る。
表１
【表１】

【００４５】
実施例２
　５匹（５）のイヌを、ビーグルと雑種犬の母集団から無作為に選択した。イヌの対象は
、中性化されたオスおよび卵巣を除去したメスの両方で構成され、多様ではあるが、典型
的なイヌの健康維持食品を摂取した。イヌは、全体としてコンパニオン動物イヌ集団を正
確に代表する様々な糞便の収集物を提供するよう選択され、特定の成分またはその組み合
わせが、特定のエンドポイントに対して有する影響の客観的評価を可能にするよう選択さ
れた。
【００４６】
実施例３
　糞便は一晩絶食したイヌから収集され、酸素吸収パックを含有するプラスチック袋に投
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入されて、酸素張力を低減し、嫌気性微生物叢の生存能力を維持した。プールした糞便は
、細菌性最小培地中で均質化され、遠心分離によって最大粒子から分離された。凍結保護
物質としてグリセロールを追加した後、生育可能な細菌のアリコートを凍結させ（－）８
０℃で保存した。紅茶とプレバイオティック繊維とのブレンドを、滅菌水中で再構成する
前に、低温殺菌法で殺菌した。細菌を、炭素供給源ならびに公表された最小培地としての
プレバイオティック繊維と共にインキュベートした。嫌気性インキュベーションの最中（
６時間後）および嫌気性インキュベーションの後（２４時間）、酢酸塩、プロピオン酸お
よび酪酸を含むＳＣＦＡの産生を測定した。この実験の結果を表２（以下）に記載する。
表２
【表２】

【００４７】
　表２（上述）で報告されたデータによって示されるように、ＢＧを増加させ、典型的な
プレバイオティクス（例えば、ビートパルプおよび柑橘類パルプ）を減少させることはＳ
ＣＦＡ産生を減少させる。しかしながら、大豆イソフラボンの添加は、６時間および２４
時間のインキュベーション時間の後、ＳＣＦＡの産生を予想外に増加させた。したがって
、大豆イソフラボンとＢＧとの組み合わせは、６時間および２４時間のインキュベーショ
ン時間の後、他のＳＣＦＡを犠牲にしてプロピオン酸を好むように産生されるＳＣＦＡの
タイプにシフトしたことになる。プロピオン酸は、糖新生前駆体であり、腸肝再循環であ
り、微生物由来のプロピオン酸塩は、食後のグルコース変化の正常化および満腹度の増加
に役立ちうる。したがって、これらの結果は、本発明の例示的組成物が、食後のグルコー
ス変化の正常化および満腹度の増加に効果的であり、血糖管理の全体的な改善と相関する
ことを実証する。
【００４８】
　理論に束縛されるものではないが、ＳＥは、その含有率が低いときには発酵可能な炭素
供給源としての役割を果たさないと考えられる。むしろ、ＳＥが予想外にマイクロバイオ
ーム組成物または基質選択性を変えることが示されている。
【００４９】
　本発明のいくつかの実施形態が前述の明細書に開示されているが、前述の説明および関
連する図面に示された教示の利点を有する、本発明が関係する本発明の多くの修正および
他の実施形態が思い浮かぶであろうことは、当業者によって理解されるであろう。したが
って、本発明は、上で開示された特定の実施形態に限定されず、多くの変更および他の実
施形態は、以下に続く特許請求の範囲内に含まれることが意図されていることが理解され
よう。さらに、本明細書および添付の特許請求の範囲において特定の用語が使用されてい
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るが、それらは、包括的で説明的な意味でのみ使用されており、記載される発明も、以下
に続く特許請求の範囲も制限する目的ではない。
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